
89

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

（
66
）３
０
０
９

より

　
令
和
８
年
４
月
以
降
の
村
の
集
団
健

（
検
）診
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
〜
４
月

上
旬
に
か
け
て
、
住
民
の
皆
様
に
個
別
に

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
会
場
に
つ
い
て

は
例
年
ど
お
り
、

沖
田
面
公
民
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の

２
か
所
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　【健（
検
）診
日
程
】

■
胃
が
ん
検
診

　
４
月
21
日（
火
）〜
４
月
24
日（
金
）

■
特
定
・
後
期
高
齢
者
・
一
般
健
診
、
胸

部
総
合
・
結
核
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
　
５
月
27
日（
水
）〜
５
月
31
日（
日
）

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　
８
月
３
日（
月
）、９
月
３
日（
木
）

　※

昨
年
度
、
未
受
診
者
が
対
象
で
す
。

■
骨
粗
鬆
症
検
診

　
９
月
３
日（
木
）

令
和
８
年
度
　

村
の
健（
検
）診
事
業
に
つ
い
て

　
ジ
ブ
リ
の
映
画
を
見
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
作
品

に
も
喜
び
や
感
動
だ
け
で
は
な
い
様
々
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ブ
リ
の
作
品
を
通
し
て
心
理
学
の
視

点
で
「
愛
す
る
こ
と
と
は
？
」
「
は
た
ら

く
こ
と
と
は
？
」
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　■
日
時

　
３
月
20
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

■
講
演
内
容

『
ジ
ブ
リ
で
学
ぶ
　
こ
こ
ろ
の
健
康

　
〜
愛
す
る
こ
と
と
、は
た
ら
く
こ
と
〜
』

　
講
師
　
臨
床
心
理
士
　
岩
倉
　
拓
先
生

　（
あ
ざ
み
野
心
理
オ
フ
ィ
ス
共
同
主
宰
）

■
参
加
費
　
無
料

※

詳
細
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

　
村
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ど
な
た
で

も
気
軽
に
安
心
し
て
立
ち
寄
る
こ
と
の
で

き
る
集
い
の
場
所
と
し
て
、
「
こ
あ
に
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
開
催
日  

　
３
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由

■
会
場
　

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　

•
音
楽
療
法

　
〜
音
楽
で
一
足
早
い

　
　
　
　
　
　
　
　
春
を
感
じ
よ
う
♪
〜

•
個
別
相
談

•
講
師
　
音
楽
療
法
士

　
　
　
　
田
口
諒
也
先
生
（
大
館
市
）

■
参
加
費

　
１
０
０
円

■
送
迎

　
送
迎
が
必
要
な
方
は

健
康
推
進
班
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
あ
に
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

『
音
楽
療
法

〜
音
楽
で
一
足
早
い
春
を

　
　
　
　
　感
じ
よ
う
♪
〜
』

国民健康保険のお知らせ
　健康で元気にいきいきと毎日を過ごしていただきたいと上小阿仁村では考えます。
　しかし、病気や怪我はいつ起こるか分かりません。国民健康保険（国保）は、その病気や怪我
に備えて、加入者のみなさんがお互いにお金を出し合い、治療に必要な医療費などを負担する制
度です。

◇国民健康保険について

　日本は、国民皆保険制度をとっているため、企業などの健康保険（健康保険組合や共済組合な
ど）に加入している方、後期高齢者医療制度の対象者（75歳以上の方）、生活保護受給者など
を除き、すべての人が住民票のある市町村の国保の加入者となります。
　具体的な例として、以下のような場合は加入者となります。
　・お店などを経営している自営業の方
　・農業、林業、漁業などを営んでいる方
　・パートやアルバイトなどをしていて、職場の健康保険などに加入していない方
　・退職などで職場の健康保険を脱退した方（任意継続した方は除く）

◇加入する方について

　国保に加入したとき、喪失したときは必ず届出が必要です。届出は14日以内にする必要があ
りますが、やむを得ない事情等がある場合は14日を過ぎても手続きは可能です。

　カッコ（　）内は届出にあたって必要となる添付書類の一例です。
※国保の加入・喪失は届出をした日からではありませんのでご注意ください。

例年、３月から４月にかけて、就職や退職、転入や転出が多い時期となっております。
届出をお忘れにならないようご注意ください。
その他、制度等について不明な点はお問い合わせください。

●問い合わせ先　住民福祉課　税務保険班　☎７７－２２２２

●国保を喪失するとき
●他の市区町村へ転出したとき………………（資格確認書）
●職場の健康保険に加入したとき……………（加入を証明するもの）
●死亡したとき…………………………………（死亡を証明するもの）
●生活保護を受け始めたとき…………………（保護開始決定通知書）

●国保に加入するとき
●他の市区町村から転入したとき……………（転出証明書）
●職場の健康保険を喪失したとき……………（健康保険喪失証明書）
●出生したとき…………………………………（母子健康手帳）
●生活保護を受けなくなったとき……………（保護廃止決定通知書）

◇届出について

　
次
の
事
業
に
つ
い
て
、
参
加
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
話
・
笑
・
和（
わ
わ
わ
）く
ら
ぶ
】

■
日
時

　
毎
週
水
曜
日
（
第
５
を
除
く
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
会
場

　
若
者
セ
ン
タ
ー
（
沖
田
面
）

■
対
象
者

　
ど
な
た
で
も
興
味
の
あ
る
方

■
費
用

　
無
料

■
内
容

　
体
操
や
卓
球
バ
レ
ー
、
簡
単
な
計
算
等

の
脳
ト
レ

■
送
迎

　
対
応
可
能
で
す
。

【
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
】

■
日
程

　
月
２
回
　
金
曜
日

■
会
場

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　
ど
な
た
で
も
興
味
の
あ
る
方

■
費
用

・
自
宅
で
使
う
ボ
ー
ル
代
　
１
３
０
０
円

・
教
室
受
講
料

　
新
規
参
加
者
　
４
回
ま
で
無
料

　
そ
の
後
の
継
続
参
加
者
１
回
２
０
０
円

■
送
迎

　
対
応
可
能
で
す
。

い
き
い
き
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　参
加
者
大
募
集
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せ知お ら せ知お ら せ知お ら

地域おこし協力隊日誌日誌
【前回、少し穢れた大人に成長したところまでお話ししました】

　心が穢れてしまった大人の話をしても面白くなさそうですので、一気に10
年ほど時は流れ、2011年の東日本大震災まで話は進みます。
　15年前、あの震災が発生した際、私は東京の首都高速道路の高架の上を仕
事のワゴン車で走っていました。
　運転中に揺れを感じ、徐々にスピードを落とし、まわりの車も完全に停止し
た頃には激しい揺れとなり、瞬時に、阪神淡路大震災の時の、バスが転落寸前でかろうじてと
どまっている姿が頭の中に浮かびました。
　恐怖で何度も「うわ～」と叫びながら、頭をつけたハンドルをしっかりと両手で握りしめ、
長い揺れが収まるのを待ったのを鮮明に覚えています。
　新聞やニュースでは連日、まるで映画のシーンのような写真や映像が報じられており、何か
月経ってもその様子に変わりがないと感じた私は、「一度、被災地がどんな状況なのか」を自
分の目で確かめたいと思い、７月に初めてボランティアで宮城の石巻を訪れました。
　そこには、４か月も経ったとは思えない、震災直後のような惨状が広がっており、水産工場
の近くでは腐った魚の匂いが充満し、道路は陥没や大きな水たまりがある場所、そして、通行
止めも多く、車で走るだけでもなかなか大変でした。
　現地で私たちボランティアは、がれきの撤去や側溝の泥出しをしました。
　その日、地元の女子高生二人が一緒に作業をしてくれたのですが、活動中に震度４の余震が
あり、そのうちの一人が震災の日を思い出し、ずっと泣き続けてしまいました。
　その姿を見た私は、「ああ。たった一度来ただけではダメだ。この子の涙が止まるまで、被
災地に通い続けなければ」と思い、翌週から、被災地に通うようになったのでした。
　その後、福島のいわき、南相馬、宮城の南三陸に集中して通うと、ご自身が大変な経験をさ
れたにも関わらず、「これ飲んで」「これも食べて」と、私たちボランティアを優しく気遣っ
てくださる方が多く、東北の方の温かさをひしひしと感じました。
　月に２回から３回の頻度で通うようになると、日曜の午後に現地を出発して東京に近付くに
つれ、だんだんと気分が重くなっていきます。
　理由は、東北の地から離れて東京に帰るのを嫌に感じたからで、そういう気分になると決ま
って、次の週末にまた東北に戻れること『だけ』を楽しみに、平日の東京での生活を乗り切っ
たのでした。
　いつもの被災地のみなさんとお会いできることももちろんですが、毎回のように一緒に現地
に向かう素敵なボランティア仲間と同じ時間を過ごせたことも、長く活動を続けられた要因な
のだと思います。
　一番うれしかった被災地での思い出は、何度かお手伝いをしたことのある、仮設住宅で暮ら
されていたご夫婦が、ようやく完成した新居
に移るための引っ越し作業をした時にみんな
の笑顔を見られたことです。
　その、奥さんが『榊原郁恵』にちょっぴり
似ているご夫婦の所へは、今でもたまに顔を
出しに行っています。
　都会では決して味わうことのできない、人
の優しさや温かさを感じる貴重な経験を被災
地でしたことで、私の中で何かが目覚め、人
生の転機を迎えることになったのでした。

　次回、「初めての地方移住」に続きます。
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な
組
織
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
、
消
防
団
活
動
に
参
加
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
村
で
は
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を
全
額

補
助
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら
２
年
間
で
す

が
、
有
効
期
間
終
了
後
に
再
度
登
録
す
る

際
に
も
全
額
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
　

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
独
身
者

・
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
納
付
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

■
助
成
ま
で
の
流
れ
　

　
登
録
者
本
人
が
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
み
、
同
時
に
同
意

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
入
会
登
録
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

■
入
会
方
法
　

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

入
会
の
予
約
を
し
、
大
館
市
の
北
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６（
57
）８
６
１
１

■
開
設
時
間
　

・
平
　
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

（
火
・
水
曜
日
定
休
）

・
土
日
祝
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
1

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

■
公
営
住
宅

・
沖
田
面
団
地

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
８
建
築
）１
戸

　（
家
賃
１
万
２
６
０
０
円
〜
１
万
８
８
０
０
円
）

　
世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
入
居
資
格

・
収
入
基
準（
世
帯
月
額
所
得
）を
満
た
す

こ
と

・
公
営
住
宅
　
15
万
８
０
０
０
円
以
下

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

■
募
集
期
間

　
３
月
10
日（
火
）〜
23
日（
月
）

※

土
日
祝
日
除
く

■
申
込
方
法

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

必
要
書
類（
入
居
す
る
方
全
員
分
）

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
で
決
定
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

消
防
団
員
募
集
中

消
防
団
員
募
集
中
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業
務
改
善
助
成
金
は
、
事
業
場
内
の
最

低
賃
金
を
引
上
げ
、
設
備
投
資
等
を
行
っ

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
賃
金
規
定

等
改
定
コ
ー
ス
）
は
、
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
基
本
給
の
賃
金
規
定
等
を
３
％
以
上

増
額
改
定
し
、
そ
の
規
定
を
適
用
さ
せ
た

場
合
に
助
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
業
務
改
善
助
成
金
に
関
し
て

　
　
秋
田
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
２
）６
６
８
４

　
す
べ
て
の
産
業
及
び
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
「
秋
田
県
最
低
賃
金
」
は
、
令
和
８

年
３
月
31
日
か
ら
、
時
間
額
「
１
０
３
１

円
」
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の

産
業
に
適
用
さ
れ
る
４
つ
の
「
秋
田
県
特

定
最
低
賃
金
」
も
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
事
業
所
で
あ
っ
て

も
、
18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
、
雇
入
れ
後

６
月
未
満
で
技
能
習
得
中
、
清
掃
等
軽
易

な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い

て
は
秋
田
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
特
定
最
低
賃
金
の
件
名

①
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
池
、
電
子
応
用
装
置
、
そ
の
他
の
電

気
機
械
器
具
、
映
像
・
音
響
機
械
器

具
・
電
子
計
算
機
・
同
附
属
装
置
製
造

業
③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

④
自
動
車
（
新
車
）
、
自
動
車
部
分
品
・

附
属
品
小
売
業

■
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

①
１
０
９
１
円
　

②
、④
１
０
３
２
円
　

③
１
０
６
０
円

■
効
力
発
生
日

①
令
和
７
年
12
月
25
日

②
〜
④
令
和
８
年
３
月
31
日

※

詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
賃
金
室
（
０
１

８（
８
８
３
）４
２
６
６
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

秋
田
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
て
い
ま
す

秋
田
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
て
い
ま
す

下
水
道
工
事
で
は

「
工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
」

の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

下
水
道
工
事
で
は

「
工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
」

の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
関
し
て
は

　
秋
田
労
働
局
職
業
安
定
部
・
訓
練
課

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
８
３
）０
０
０
６

　
北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

①
林
野
火
災
注
意
報
及
び
林
野
火
災
警
報

の
発
令
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

※

発
令
基
準
に
よ
り
発
令
し
た
場
合
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
車
両

等
に
よ
る
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

②
林
野
火
災
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
北
秋
田
市
消
防
本
部
管
轄
地

域
内
に
お
い
て
は
、
野
外
に
お
け
る
火

の
使
用
が
制
限
さ
れ
、
屋
外
焼
却
の
例

外
に
あ
た
る
焼
却
行
為
で
あ
っ
て
も
焼

却
行
為
の
中
止
や
期
日
の
延
期
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

焼
却
行
為
に
は
「
た
き
火
」
も
含
ま
れ

ま
す
。

③
基
本
的
に
屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
例
外
を
除
く
）

※

屋
外
焼
却
行
為
の
例
外

・
公
的
機
関
等
が
そ
の
施
設
の
維
持
管
理

の
た
め
の
焼
却

・
震
災
、
風
水
害
等
及
び
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
等
で
行
う
焼
却

・
地
域
、
宗
教
上
の
行
事
に
よ
る
必
要
な

焼
却

・
農
林
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を
得
な
い

焼
却

・
そ
の
他
の
軽
微
な
焼
却

④
屋
外
で
焼
却
行
為
を
行
う
前
に
「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
生

す
る
行
為
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
市
消
防
本
部
　
警
防
課
警
防
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
１
１
９

　
下
水
道
配
管
撤
去
等
工
事
で
は
、
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
工
事
開
始
前
に
資
格

者
が
石
綿
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
万
円
を

超
え
る
下
水
道
工
事
で
は
、
下
水
道
局
へ

の
報
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
同
調
査
講
習
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
労
働
基
準
協

会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
２
）３
３
６
２

北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
水
抜
き
栓(

氷
止
め)

の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
は
「
あ
け
る
・
し
め
る
」
で

操
作
し
ま
す
。

　
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
水

抜
き
栓
を
最
後
ま
で
回
し
切
ら
ず
に
中
途

半
端
な
状
態
で
半
開
き
に
し
て
い
る
と
、

地
中
に
水
が
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
抜
き
栓
は
、

「
あ
け
る
」
か
「
し
め
る
」
か
ど
ち
ら
か

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
冬
季

間
に
限
ら
ず
水
抜
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
抜
き
の
方
法

①
蛇
口
を
開
け
て
水
を
出
す

②
水
抜
き
栓
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
閉
め

る
③
水
が
止
ま
っ
た
ら

　
蛇
口
を
閉
め
る

※

水
抜
き
栓
の
交
換
・
修
理
は
給
水
装
置

工
事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
4

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

　
家
屋
を
解
体
し
、
下
水
道
の
使
用
を
廃

止
す
る
場
合
、
又
は
入
院
や
施
設
入
所
等

で
長
期
間
不
在
と
な
り
、
一
時
的
に
中
止

す
る
場
合
は
建
設
課
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
届
出
が
無
い
と
、
下
水
道
使
用
料
が
引

き
続
き
計
算
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
死
亡
・
転
出
・
転
入
等
に
よ
り

使
用
人
数
が
変
更
に
な
る
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
。

　
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
よ
り
、

世
帯
割
人
数
が
現

在
お
住
ま
い
の
人

数
と
合
っ
て
い
る

か
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
基
本
料
金

　
１
７
１
５
円

■
下
水
道
料
金
１
人
当
た
り
料
金

　
水
洗
便
所
有
り
の
場
合

　
　
５
７
２
円

　
水
洗
便
所
な
し
の
場
合

　
　
５
２
４
円

※

別
途
、
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
4

下
水
道・農
業
集
落
排
水

（
排
水
設
備
）の
廃
止
に
つ
い
て

下
水
道・農
業
集
落
排
水

（
排
水
設
備
）の
廃
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
春
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
ク
マ

が
冬
眠
（
冬
ご
も
り
）
か
ら
目
覚
め
、
食

べ
物
を
求
め
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に

春
先
に
は
子
連
れ
の
ク
マ
が
出
没
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
す
で
に
県
内
で
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
２
月
17

日
に
北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
地
内
で
目
撃

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
外
出

の
際
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
ク
マ
に
出
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
が
遠
く
に
い
る
時
に
は
、
あ
わ
て

ず
に
静
か
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

・
近
く
で
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
時
は
、
ク

マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
後

ず
さ
り
で
離
れ
ま
し
ょ
う
。
背
中
を
見

せ
て
逃
げ
る
と
、
ク
マ
は
本
能
的
に
襲

っ
て
き
ま
す
。

・
ク
マ
の
事
故
の
場
合
、
頭
や
顔
へ
の
攻

撃
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
両
手
で
、

頭
や
顔
を
守
り
、

致
命
傷
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業
の
従

業
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が
加
入
す

る
健
康
保
険
で
す
。

　
秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
令
和

８
年
４
月
納
付
分
か
ら
10
・
01
％
に
据
え

置
き
と
な
り
、
介
護
保
険
料
は
全
国
一
律

１
・
62
％
（
現
行
１
・
59
％
）
へ
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
８
年
５
月

納
付
分
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
に
つ
い
て

は
０
・
23
％
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　
秋
田
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
８
３
）１
８
０
０

　
心
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
が
対
応
し

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
付

て
お
り
ま
す
。

■
相
談
日
時

　
３
月
19
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時

（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所
　
２
階

■
そ
の
他

　
前
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
保
健
所
　
　
☎（
62
）１
１
６
５

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

　
　
　
　が
変
わ
り
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

　
　
　
　が
変
わ
り
ま
す

精
神
保
健
相
談
日

精
神
保
健
相
談
日

業
務
改
善
助
成
金
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

賃
金
引
上
げ
支
援
策
の

申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

業
務
改
善
助
成
金
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

賃
金
引
上
げ
支
援
策
の

申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
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業
務
改
善
助
成
金
は
、
事
業
場
内
の
最

低
賃
金
を
引
上
げ
、
設
備
投
資
等
を
行
っ

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
賃
金
規
定

等
改
定
コ
ー
ス
）
は
、
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
基
本
給
の
賃
金
規
定
等
を
３
％
以
上

増
額
改
定
し
、
そ
の
規
定
を
適
用
さ
せ
た

場
合
に
助
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
業
務
改
善
助
成
金
に
関
し
て

　
　
秋
田
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
２
）６
６
８
４

　
す
べ
て
の
産
業
及
び
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
「
秋
田
県
最
低
賃
金
」
は
、
令
和
８

年
３
月
31
日
か
ら
、
時
間
額
「
１
０
３
１

円
」
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の

産
業
に
適
用
さ
れ
る
４
つ
の
「
秋
田
県
特

定
最
低
賃
金
」
も
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
事
業
所
で
あ
っ
て

も
、
18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
、
雇
入
れ
後

６
月
未
満
で
技
能
習
得
中
、
清
掃
等
軽
易

な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い

て
は
秋
田
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
特
定
最
低
賃
金
の
件
名

①
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
池
、
電
子
応
用
装
置
、
そ
の
他
の
電

気
機
械
器
具
、
映
像
・
音
響
機
械
器

具
・
電
子
計
算
機
・
同
附
属
装
置
製
造

業
③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

④
自
動
車
（
新
車
）
、
自
動
車
部
分
品
・

附
属
品
小
売
業

■
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

①
１
０
９
１
円
　

②
、④
１
０
３
２
円
　

③
１
０
６
０
円

■
効
力
発
生
日

①
令
和
７
年
12
月
25
日

②
〜
④
令
和
８
年
３
月
31
日

※

詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
賃
金
室
（
０
１

８（
８
８
３
）４
２
６
６
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

秋
田
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
て
い
ま
す

秋
田
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
て
い
ま
す

下
水
道
工
事
で
は

「
工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
」

の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

下
水
道
工
事
で
は

「
工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
」

の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
関
し
て
は

　
秋
田
労
働
局
職
業
安
定
部
・
訓
練
課

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
８
３
）０
０
０
６

　
北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

①
林
野
火
災
注
意
報
及
び
林
野
火
災
警
報

の
発
令
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

※

発
令
基
準
に
よ
り
発
令
し
た
場
合
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
車
両

等
に
よ
る
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

②
林
野
火
災
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
北
秋
田
市
消
防
本
部
管
轄
地

域
内
に
お
い
て
は
、
野
外
に
お
け
る
火

の
使
用
が
制
限
さ
れ
、
屋
外
焼
却
の
例

外
に
あ
た
る
焼
却
行
為
で
あ
っ
て
も
焼

却
行
為
の
中
止
や
期
日
の
延
期
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

焼
却
行
為
に
は
「
た
き
火
」
も
含
ま
れ

ま
す
。

③
基
本
的
に
屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
例
外
を
除
く
）

※

屋
外
焼
却
行
為
の
例
外

・
公
的
機
関
等
が
そ
の
施
設
の
維
持
管
理

の
た
め
の
焼
却

・
震
災
、
風
水
害
等
及
び
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
等
で
行
う
焼
却

・
地
域
、
宗
教
上
の
行
事
に
よ
る
必
要
な

焼
却

・
農
林
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を
得
な
い

焼
却

・
そ
の
他
の
軽
微
な
焼
却

④
屋
外
で
焼
却
行
為
を
行
う
前
に
「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
生

す
る
行
為
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
市
消
防
本
部
　
警
防
課
警
防
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
１
１
９

　
下
水
道
配
管
撤
去
等
工
事
で
は
、
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
工
事
開
始
前
に
資
格

者
が
石
綿
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
万
円
を

超
え
る
下
水
道
工
事
で
は
、
下
水
道
局
へ

の
報
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
同
調
査
講
習
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
労
働
基
準
協

会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
２
）３
３
６
２

北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
水
抜
き
栓(

氷
止
め)

の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
は
「
あ
け
る
・
し
め
る
」
で

操
作
し
ま
す
。

　
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
水

抜
き
栓
を
最
後
ま
で
回
し
切
ら
ず
に
中
途

半
端
な
状
態
で
半
開
き
に
し
て
い
る
と
、

地
中
に
水
が
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
抜
き
栓
は
、

「
あ
け
る
」
か
「
し
め
る
」
か
ど
ち
ら
か

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
冬
季

間
に
限
ら
ず
水
抜
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
抜
き
の
方
法

①
蛇
口
を
開
け
て
水
を
出
す

②
水
抜
き
栓
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
閉
め

る
③
水
が
止
ま
っ
た
ら

　
蛇
口
を
閉
め
る

※

水
抜
き
栓
の
交
換
・
修
理
は
給
水
装
置

工
事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
4

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

　
家
屋
を
解
体
し
、
下
水
道
の
使
用
を
廃

止
す
る
場
合
、
又
は
入
院
や
施
設
入
所
等

で
長
期
間
不
在
と
な
り
、
一
時
的
に
中
止

す
る
場
合
は
建
設
課
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
届
出
が
無
い
と
、
下
水
道
使
用
料
が
引

き
続
き
計
算
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
死
亡
・
転
出
・
転
入
等
に
よ
り

使
用
人
数
が
変
更
に
な
る
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
。

　
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
よ
り
、

世
帯
割
人
数
が
現

在
お
住
ま
い
の
人

数
と
合
っ
て
い
る

か
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
基
本
料
金

　
１
７
１
５
円

■
下
水
道
料
金
１
人
当
た
り
料
金

　
水
洗
便
所
有
り
の
場
合

　
　
５
７
２
円

　
水
洗
便
所
な
し
の
場
合

　
　
５
２
４
円

※

別
途
、
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
4

下
水
道・農
業
集
落
排
水

（
排
水
設
備
）の
廃
止
に
つ
い
て

下
水
道・農
業
集
落
排
水

（
排
水
設
備
）の
廃
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
春
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
ク
マ

が
冬
眠
（
冬
ご
も
り
）
か
ら
目
覚
め
、
食

べ
物
を
求
め
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に

春
先
に
は
子
連
れ
の
ク
マ
が
出
没
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
す
で
に
県
内
で
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
２
月
17

日
に
北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
地
内
で
目
撃

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
外
出

の
際
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
ク
マ
に
出
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
が
遠
く
に
い
る
時
に
は
、
あ
わ
て

ず
に
静
か
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

・
近
く
で
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
時
は
、
ク

マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
後

ず
さ
り
で
離
れ
ま
し
ょ
う
。
背
中
を
見

せ
て
逃
げ
る
と
、
ク
マ
は
本
能
的
に
襲

っ
て
き
ま
す
。

・
ク
マ
の
事
故
の
場
合
、
頭
や
顔
へ
の
攻

撃
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
両
手
で
、

頭
や
顔
を
守
り
、

致
命
傷
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業
の
従

業
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が
加
入
す

る
健
康
保
険
で
す
。

　
秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
令
和

８
年
４
月
納
付
分
か
ら
10
・
01
％
に
据
え

置
き
と
な
り
、
介
護
保
険
料
は
全
国
一
律

１
・
62
％
（
現
行
１
・
59
％
）
へ
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
８
年
５
月

納
付
分
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
に
つ
い
て

は
０
・
23
％
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　
秋
田
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
８
３
）１
８
０
０

　
心
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
が
対
応
し

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
付

て
お
り
ま
す
。

■
相
談
日
時

　
３
月
19
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時

（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所
　
２
階

■
そ
の
他

　
前
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
保
健
所
　
　
☎（
62
）１
１
６
５

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

　
　
　
　が
変
わ
り
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

　
　
　
　が
変
わ
り
ま
す

精
神
保
健
相
談
日

精
神
保
健
相
談
日

業
務
改
善
助
成
金
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

賃
金
引
上
げ
支
援
策
の

申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

業
務
改
善
助
成
金
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

賃
金
引
上
げ
支
援
策
の

申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
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■
受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

に
掲
げ
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
令
和
８
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

■
採
用
予
定
者
数

　
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
４
５
人

　
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）
約
35
人

■
申
込
期
限

　
３
月
23
日（
月
）
﹇
受
信
有
効
﹈

■
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
お
願
い
し
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

■
第
１
次
試
験
日
時
・
場
所

・
５
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
35
分

・
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
の
予
定

　
　
（
秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
46-

１
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
労
働
局
　
総
務
課
人
事
係

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
６
２
）６
６
８
１

２
０
２
６
年
度

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

２
０
２
６
年
度

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学

生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

【
前
年
所
得
の
目
安
】

　
１
２
８
万
円
＋

　
　
　
（
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
令

和
７
年
度
に
猶
予
さ
れ
た
方
で
、
令
和

８
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
は
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ

れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

令
和
８
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
（
こ

の
場
合
、
在
学
証
明
書
又
は
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
で
す
。
）

　
な
お
、
令
和
８
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て
送

付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
割
引
制
度
の
ご
案
内

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
支

払
う
時
間
が
な
い
と
い
う
方
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
納
付
さ
れ
て
い
る
通
常
の
口
座
振

替
は
、
翌
月
末
振
替
で
す
が
、
割
引
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
方

法
の
こ
と
を
「
早
割
」
と
い
い
ま
す
。
早

割
で
納
付
す
る
と
年
間
７
２
０
円
（
月
額

60
円
）
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
現
金
納
付
は
、
一
か
月
早
く
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月
納
付
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
早
割
が
お
得
で
す
。
変
更
は
、

申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手

続
き
に
つ
い
て
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
秋
田
県
信
用
組
合
の
給
付
型
奨
学
金
は
、

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
高
校
生
を
対
象

に
、
修
学
上
必
要
な
学
資
金
等
の
一
部
を

給
付
す
る
返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
制

度
で
す
。

　
令
和
８
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
受
給
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
下
さ

い
。

■
受
給
資
格

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
秋
田
県
内
の
高
等
学
校
お
よ
び
工
業
高

等
専
門
学
校
（
但
し
３
年
生
ま
で
）
に

在
学
の
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
学
生

で
、
本
人
及
び
保
護
者
が
秋
田
県
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

②
本
人
の
父
母
又
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
家

計
を
支
え
て
い
る
人
の
収
入
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
（
同
一
世
帯
内
に

複
数
い
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
。

・
給
与
所
得

　
税
込
２
７
０
万
円

　
（
源
泉
徴
収
票
の
支
払
金
額
）

・
給
与
所
得
以
外
　
　
税
込
１
３
５
万
円

　
（
確
定
申
告
書
等
の
所
得
金
額
）

■
募
集
人
員

　
30
名
（
当
組
合
の
基
準
に
よ
り
受
給
者

を
決
定
し
ま
す
）

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
４
月
17
日（
金
）の
当

組
合
の
営
業
日

■
奨
学
金
給
付
額・給
付
期
間・給
付
時
期

・
給
付
額

　
年
額
１
人
当
り
10
万
円

　
（
総
額
３
０
０
万
円
）

・
給
付
期
間
　
　
　
　
　

　
１
年
間

・
給
付
時
期

　
５
月
以
降
、
毎

月
25
日
に
当
組
合

に
開
設
い
た
だ
い

た
口
座
（
奨
学
生

名
義
で
既
存
口
座
可
）
に
振
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
当
組
合
の
休
日
に
当
た
る
と
き

は
、
そ
の
前
営
業
日
と
し
ま
す
。

※

４
月
分
の
奨
学
金
は
５
月
分
と
合
わ
せ

て
２
万
円
の
給
付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

６
月
分
以
降
は
、
毎
月
８
千
円
の
給
付

を
行
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

・
給
付
型
奨
学
金
給
付
申
請
書

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
同
意
書

・
在
学
証
明
（
原
本
）
（
新
学
年
の
在
学

証
明
）

・
住
民
票
謄
本
（
原
本
）
（
住
民
票
の
世

帯
全
員
の
続
柄
記
載
の
も
の
）

・
収
入
に
関
す
る
書
類

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
信
用
組
合
　
総
務
部

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
３
１
）３
５
５
１

秋
田
県
信
用
組
合

令
和
８
年
度

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
信
用
組
合

令
和
８
年
度

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 

か
ら
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
訓
練
期
間

　
５
月
８
日（
金
）〜
10
月
30
日（
金
）

　
（
６
カ
月
）

■
訓
練
時
間
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

■
訓
練
科
（
定
員
）

　
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科
（
４
名
）

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科
（
４
名
）

■
募
集
期
間

　
３
月
24
日（
火
）ま
で

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担
）

■
応
募
資
格

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
さ
れ
た

方
で
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け

て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

※

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
就

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
　

　
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）

　
訓
練
課
　
受
講
生
支
援
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８

鷹
巣
技
術
専
門
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
初
級
科
（
大
館
会
場
）

■
期
間

　
５
月
26
日（
火
）〜
８
月
24
日（
月
）

■
場
所

　
大
館
市
内

■
内
容

　
実
務
で
必
要
な
Ｐ
Ｃ
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
取
得

■
対
象
者

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
方

■
定
員

　
15
名
　
先
着
順

■
受
講
料

　
無
料

※
但
し
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
諸
経
費
は
自

己
負
担

■
申
込
締
切

　
４
月
28
日（
火
）

エ
ク
セ
ル
応
用
講
習

■
期
間

　
５
月
13
日（
水
）〜
11
月
10
日（
火
）

■
場
所

　
能
代
・
山
本
地
区

■
内
容

　
介
護
論
理
、
支
援
技
術
、
福
祉
用
語
に

関
す
る
知
識
、
技
能
、
及
び
接
遇
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
取
得
す
る

■
対
象
者

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
方

■
定
員

　
15
名
　
先
着
順

■
受
講
料

　
無
料

※
但
し
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
諸
経
費
は
自

己
負
担

■
申
込
締
切

　
４
月
17
日（
金
）

●
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）１
５
８
６

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
60
）１
２
４
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
６
２
６

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）３
９
２
３


